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東京未来大学研究紀要　投稿規程

2021.2.26　改正　　

１． 本誌に筆頭著者として投稿できる者は，本学の専任教職員とする。筆頭著者として投稿できるのは，
１編のみである。非常勤講師（当該年度）は，本学の専任教職員が筆頭著者である場合に限り，共
著者となることができる。ただし，紀要委員会が認める場合はこの限りではない。

２．原稿の内容
　　　　１）原稿は，和文または英文とする。
　　　　２）原稿は未公刊のものに限る。他に投稿中の原稿も認められない。
　　　　３）原稿は原著，実践報告，研究ノート等とする。

３．原稿の体裁
　　　　１） 原稿は，原則としてA4サイズ，MS Word（2000以降）で作成し，データファイルで提出

する。但し，図，表，写真等については，４に定める。
　　　　２） 原稿には要約とキーワード（５語以内）を付す。要約は原則として，和文，英文のどちら

かとし，和文400字以内，英文175語以内とする。要約に他の言語を使用する場合は，紀
要委員会に検討を依頼することができる。

　　　　３） 原稿は１ページあたり，横書きの場合23字×39行，縦書きの場合31字×28行とし，図，表，
写真等に要するスペースも含めて，１段組で20ページ以内，２段組で10ページ以内とする。
文字サイズを10.5ポイントとし，和文フォントはＭＳ明朝，英文フォントはTimes New
Romanとする。１つのデータファイルに，原稿種別，タイトル（和文・英文），著者名（和
文・英文），要約，キーワード，本文を収める。

　　　　４） 本紀要は，横書き２段組，縦書き２段組，モノクロ印刷を原則とするが，特殊な版組が必
要である場合は，紀要委員会に検討を依頼することができる。

　　　　５） 上記３）に定める上限のページ超過，原稿用紙手書きの原稿，２色以上の印刷，用紙の特
殊な指定，及び製版に特別な費用を要する場合については，執筆者の内の本学専任教員が，
その費用を個人研究費，あるいはそれに準ずる資金から負担できる範囲に限って認められ
る。但し，執筆者に本学専任教員を含まない場合については，その扱いを，紀要委員会で
決定するものとする。

　　　　６） 原稿の形式，引用文献の記載は，各専門分野の慣例に従うこととする。但し，脚注は用い
ない。

　　　　７） 英文タイトル及び英文原稿（要約・本文）の書式の細部については，原則としてAPA
（American Psychological Association）論文作成マニュアルに準拠する。
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４．図，表，写真等
　　　　１） 提出する図，表は，原則としてMS Word（2000以降），Excel（2000以降）で作成するもの，

またはそれらに挿入できる形式のものとし，個々の原版となるデータファイル及びぞれぞ
れのPDFファイルを，原稿と併せて提出する。印刷用版下については，必要に応じて提
出する。

　　　　２） 写真は一色刷か多色刷りかを指定した上で，原則としてデジタルデータファイルを提出す
るほか，必要に応じて，適宜，トリミングの指示をする。

　　　　３） 図，表，写真等は本文の欄外に挿入位置を指示するか，あるいは本文中に挿入するものと
する。図，表，写真等にはそれぞれ図１，図２，…，表１，表２，…のように通し番号を
つけ，必ず縮小率と天地を指定する。

　　　　４）図，表，写真等の説明は，必要があれば別紙に記す。
　　　　５）提出する写真のデジタルデータファイルは，なるべく解像度の高いものとする。

５．増刷は原則として，投稿者の負担とする。

６． 投稿された論文については，すべて査読を行う。紀要委員会が委嘱する査読者の査読結果に基づき，
委員会が掲載の可否を決定する。査読は本学学内の専任教員に限らず，学外者に依頼する場合があ
る。いずれの投稿についても原稿の改稿を求めることがある。

７． 英文タイトル及び英文原稿（要約・本文）は，委員会が依頼する英語母語話者により，英文の査読
を行う。

８．校正に関しては，投稿者の責任とする。

９．提出締め切りおよび発行時期
　　　　１） 投稿を希望する者は，紀要委員会が定める期日までに指定の執筆意向調査書を所定の方法

で紀要委員会に提出する。
　　　　２）原稿は，データファイルで締切日までに紀要委員会に提出する。
　　　　３）原則として年１回，毎年３月末日までに発行する。

10． 本誌に掲載された原稿の著作権は著者に帰属する。但し，本誌に掲載された原稿は，原則として本
学が他の出版物・媒体で公刊することができる。

以　上
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紀　要　委　員　会
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委　員　　小　谷　博　子
　　　　　田　澤　佳　昭
　　　　　西　村　実　穂
事　務　　野　島　誠　紘（EM局）
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